
新幹線の函館駅乗り入れに向けて

調査報告書の概要と今後の展望について



函館市の人口
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年少人口と
老年人口が逆転

【函館市の人口動態】

総数
０～１４歳（年少人口）
１５～６４歳（生産年齢人口）
６５歳以上（老年人口）
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平成7年(1995年)に年少人口と老年人口の割合が逆転して以降，
少子高齢化が急速に進んでいる。



函館市の人口

2（出典）国⽴社会保障・人口問題研究所「⽇本の地域別将来推計人口」

※人口35万人未満の中核市との比較

【函館市の将来人口減少率】
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全 国 … ▲17.0%

北海道 … ▲26.9%

函館市 … ▲39.6%

2020→2050 (推計)



消滅可能性自治体

出典:人口戦略会議資料

函館市の状況

⇒2014年，消滅可能性都市(896自治体)に該当

（2010年～2040年で50%以上減）

⇒2024年，消滅可能性自治体(744自治体)に該当

（2020年～2050年で50%以上減）
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2020年から2050年までの30年間で，
20歳～39歳の若年女性人口が50%以上減少
する自治体

道南の自治体は・・・

道南１８市町の20歳～39歳の女性人口と減少率



新函館北斗駅での乗り換え現況

■ 新函館北斗駅⇔函館駅の乗り換え方法

① 東京方面から到着した際は２階乗り換え改札を経由し，｢はこだてライナー｣へ乗り換えて
函館へ移動（赤線）

② 東京方面へは函館から｢はこだてライナー｣で移動し、１階乗り換え口(対面乗換)を経由し
新幹線へ乗車（水色線）
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新函館北斗駅の乗り換え（イメージ）

①

②



将来(札幌開業後)の函館駅等のすがた

■ 函館～新函館北斗は並行在来線として経営分離される

■ ＪＲ函館駅は，並行在来線(第三セクター鉄道)の駅となる

特急北斗
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■ 函館～札幌を運行する特急北斗は廃
止となる可能性があり，鉄道で札幌
方面と行き来する場合は新函館北斗
駅での乗り換えが必要となる



新幹線の函館駅乗り入れに関する調査結果

＜整備手法①＞

三線軌条への改修(イメージ）

新幹線は上り線を
単線利用

函館駅側

新函館北斗駅側

上り

下り

3本目のレール

上 り 線

り

下

線

下りホーム

上りホーム

・新幹線本線から函館本線(在来線)へ乗り入れ
⇒新幹線本線→保守基地線（電化）→分岐渡り線（新設）→函館本線（三線分岐器新設）

・新幹線のレール幅（標準軌/在来線より広い）に対応するため，レールを改修
⇒既存の在来線にレールを１本追加する（三線軌条化）
※上り線（新函館北斗→函館）のみ改修 / 函館駅に向かって右側にレールを追加
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青線：新幹線
黄緑：保守基地線（電化工事が必要）

赤線：渡り線（新規に整備が必要）

黒線：函館本線（三線軌条化が必要）

新函館北斗駅周辺イメージ



新幹線の函館駅乗り入れに関する調査結果

＜想定した６種類の運行ケースと整備費＞

ケース １(ﾌﾙ) １(ﾐﾆ) ２(ﾌﾙ) ２(ﾐﾆ) ３(ﾌﾙ) ３(ﾐﾆ)

東京
～函館

－ －
ﾌﾙ10両
(5往復)

ﾐﾆ10両
(5往復)

札幌行きのﾌﾙ7両と
分割・併合

ﾌﾙ3両
(5往復)

ﾐﾆ3両
(5往復)

札幌
～函館

ﾌﾙ10両
(8往復)

ﾐﾆ10両
(8往復)

ﾌﾙ10両
(8往復)

ﾐﾆ10両
(8往復)

ﾌﾙ7両
(8往復)

ﾐﾆ7両
(8往復)

新函館北斗

函 館

東

京

札

幌

※実際の運行本数等のダイヤは
鉄道事業者が決定するものである

東京方面
乗り入れ

札幌方面
乗り入れ

※乗り入れのイメージ

項 目
ケース1 ケース２ ケース３

フル ミニ フル ミニ フル ミニ

①用地費
・路盤費

3 3 3 3 3 3 

②橋梁費 0 0 0 0 0 0 

③軌道費 38 37 38 37 38 37 

④停車場費 15 13 15 13 11 9 

⑤諸建物費 4 4 4 4 4 4 

⑥電気関係
設備費

77 77 81 81 78 78 

⑦工事付帯費 27 27 28 28 27 26

整備費(税抜) 164 161 169 166 161 157 

消費税 16 16 17 17 16 16 

整備費(税込) 181 177 186 182 177 173 

〇整備に要する期間は約５年
・設計（土木・軌道1年、電気関係2年、運行管理システム改修4年)
・工事（土木・軌道3.5年、電気関係1.5年）
・開業準備0.5年
※土木・軌道と電気関係の設計・工事は同時並行
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新幹線の函館駅乗り入れに関する調査結果

＜乗り入れ効果の分析＞

【函館～新函館北斗間の輸送密度の変化】

※第三セクターが運行主体の場合

乗り入れなしの場合：5.1千人/⽇
⇒乗り入れにより、約1,300人/日の増

5.1 

6.4 6.4 6.5 

0.0
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7.0

8.0

乗り入れなし ケース１ ケース２ ケース３

輸送密度(函館～新函館北斗)(千人/日)

函館市への
来訪者増

ケース
生産誘発額
（億円/年）

ケース１ 114～120

ケース２ 125～131

ケース３ 134～141

【経済波及効果の試算】

・ケース１：札幌方面乗り入れ（10両編成）
・ケース２：札幌方面・東京方面乗り入れ（10両編成）
・ケース３：札幌方面（7両編成）・東京方面乗り入れ（3両編成）
※ケース３は新函館北斗駅での分割・併合あり
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新函館北斗

東京・札幌 両方面からの乗入れを基本として検討する
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函 館

東

京

札

幌
東京～函館 乗り入れ便

東京～札幌 直通便 新
青
森

在
来
線

函館～札幌 乗り入れ便

＜乗り入れのイメージ＞

※写真はＥ５系はやぶさ，１０両の画像はイメージ

〇東京～函館乗り入れ便は，函館に到着後，札幌に向かわず東京に折り返す。
〇函館～札幌乗り入れ便も，函館に到着後，東京に向かわず札幌に折り返す。
〇東京～札幌直通便は函館駅に乗り入れないため，函館駅からは在来線
などを使ってアクセスする。

現在，北海道新幹線として運行中のフル規格新幹線車
両を想定（10両編成 乗車人員 710人）

＜車両のイメージ＞



道南の
活性化

函館市，道南の活性化

函館の
活性化
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中核市の中でも特に著しい人口減少に立ち向
かうためには，「幹」となる施策が重要

新幹線の乗り入れを幹とした函館の活性化



ご清聴ありがとうございました
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